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(57)【要約】
【課題】偏光回転現象の発生が抑制され、ひいては漏れ
光の発生が抑制された、高いコントラストの液晶パネル
を提供する。
【解決手段】ＴＮ方式の液晶パネル１であって、２枚の
偏光板における透過軸のいずれか一つに平行な直線と、
上記２枚の偏光板の間に配置された、ソースバスライン
１１、ゲートバスライン１２、配線１４ａ～１４ｃ、容
量補助電極１３及びブラックマトリックスからなる群よ
り選ばれた少なくとも一つの部材の外郭であって、上記
光の進行方向から見たときに、上記外郭を形成する辺の
うち少なくとも一部の辺と、の成す角の角度が０°以上
４５°未満又は４５°より大きく９０°以下である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネル（ただしＶＡ方式の液晶パネルを除く）であって、
　２枚の偏光板における透過軸のいずれか一つに平行な直線と、
　上記２枚の偏光板の間に配置された、金属製の部材及びブラックマトリックスからなる
群より選ばれた少なくとも一つの部材の外郭であって、上記２枚の偏光板のいずれかを透
過した光の進行方向から見たときに、上記外郭を形成する辺のうち少なくとも一部の辺と
、
の成す角の角度が０°以上４５°未満又は４５°より大きく９０°以下であることを特徴
とする液晶パネル。
【請求項２】
　上記角度が０°又は９０°であることを特徴とする請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項３】
　上記外郭が、ソースバスライン及びゲートバスラインのうち少なくとも一つの配線の外
郭であることを特徴とする請求項１又は２に記載の液晶パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルに関するものである。より具体的には、コントラストを向上させ
た液晶パネルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＶＡ方式以外の液晶パネル、例えばＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）方
式の液晶パネル（以下、単に「ＴＮ液晶パネル」ということもある）では、ソースバスラ
イン、ゲートバスライン等の金属配線、容量補助電極等の電極といった金属部品、カラー
フィルターに用いるブラックマトリックス等は、その外郭が、偏光板の透過軸に対して４
５°となるように配置されている。
【０００３】
　これについて、図４を用いて説明する。図４は従来のＴＮ型液晶パネルの構成を模式的
に示す図である。液晶パネル１００は、ソースバスライン１０１、ゲートバスライン１０
２、容量補助電極１０３を備えている。ＴＮ方式の液晶パネルは２枚の偏光板を備えてお
り、ソースバスライン１０１等の部材は、当該２枚の偏光板の間に設けられている。
【０００４】
　また、偏光板透過軸は表偏光板透過軸Ｌ１０１及び裏偏光板透過軸Ｌ１０２であり、表
偏光板透過軸Ｌ１０１に平行な直線が、裏偏光板透過軸Ｌ１０２に交わるとき、その角度
が直角になるように設けられている。
【０００５】
　図４に示すようにソースバスライン１０１及びゲートバスライン１０２の長さ方向に平
行な直線は、表偏光板透過軸Ｌ１０１及び裏偏光板透過軸Ｌ１０２に対して４５°の角度
を形成している。
【０００６】
　ところで、ＴＮ液晶等の液晶表示装置では漏れ光のためにコントラストが低下すること
が問題とされている（例えば特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２－４８９１６号公報（２００２年２月１５日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記従来のＶＡ方式以外の液晶パネルでは、十分なコントラストにて表示できないとい
う問題を生じる。
【０００８】
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　具体的には、バックライト光が入射する際、液晶パネル内の金属配線等で反射した光が
、偏光回転により表偏光板を透過し、漏れ光となってコントラストの低下を招く虞がある
。
【０００９】
　この点について、上述の図４を用いて説明すれば次の通りである。
【００１０】
　図４ではソースバスライン１０１、ゲートバスライン１０２、容量補助電極１０３の外
郭を白く示している。これは、偏光板を透過したバックライト光が、これらソースバスラ
イン１０１等の外郭において反射した様子を示している。この反射した光が漏れ光となっ
て、偏光回転現象が発生し、コントラストの低下を招く虞が生じるのである。
【００１１】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、偏光回転現象の発
生が抑制され、ひいては漏れ光の発生が抑制された、高コントラストのＴＮ型液晶パネル
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る液晶パネルは、上記課題を解決するために、液晶パネル（ただしＶＡ方式
の液晶パネルを除く）であって、２枚の偏光板における透過軸のいずれか一つに平行な直
線と、上記２枚の偏光板の間に配置された、金属製の部材及びブラックマトリックスから
なる群より選ばれた少なくとも一つの部材の外郭であって、上記２枚の偏光板のいずれか
を透過した光の進行方向から見たときに、上記外郭を形成する辺のうち少なくとも一部の
辺と、の成す角の角度が０°以上４５°未満又は４５°より大きく９０°以下であること
を特徴としている。
【００１３】
　金属製の部材（例えば、配線、電極等）の外郭と偏光板透過軸との角度が０°以上４５
°未満又は４５°より大きく９０°以下の部位においては、偏光回転の影響を受けにくい
。つまり、偏光板を透過した光が、これらの部材の外郭によって偏光回転することを抑え
ることができる。従って、漏れ光の発生が抑制され、高コントラストの液晶パネルを提供
できる。
【００１４】
　本発明に係る液晶パネルでは、上記角度が０°又は９０°であることがより好ましい。
【００１５】
　金属製の部材の外郭と偏光板透過軸との角度が０°又は９０°の部位においては、従来
の構成である上記角度が４５°である部位に比べて、偏光回転の影響を抑制する効果が最
も高い。よって、さらに高コントラストの液晶パネルを提供できる。
【００１６】
　本発明に係る液晶パネルでは、上記外郭が、ソースバスライン及びゲートバスラインの
うち少なくとも一つの外郭であることがより好ましい。
【００１７】
　２枚の偏光板の間において、ソースバスライン及びゲートバスラインは至るところに存
在しているといえる。これらバスラインのうちの一つと（好ましくは両方の外郭と）、偏
光板透過軸との成す角度が０°以上４５°未満又は４５°より大きく９０°以下であれば
、偏光回転の影響をさらに抑制することができる。よって、さらに高コントラストなＴＮ
型液晶パネルを提供することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る液晶パネルは、以上のように、２枚の偏光板における透過軸のいずれか一
つに平行な直線と、上記２枚の偏光板の間に配置された、金属製の部材及びブラックマト
リックスからなる群より選ばれた少なくとも一つの部材の外郭であって、上記２枚の偏光
板のいずれかを透過した光の進行方向から見たときに、上記外郭を形成する辺のうち少な
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くとも一部の辺と、の成す角の角度が０°以上４５°未満又は４５°より大きく９０°以
下であるので、漏れ光の発生が抑制され、高コントラストの液晶パネルを提供できるとい
う効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　〔実施形態１〕
　本発明の一実施形態について図１に基づいて説明すると以下の通りである。
【００２０】
　図１はＴＮ液晶パネル１の絵素の構成を模式的に示した図である。ＴＮ液晶パネル１は
ソースバスライン１１（金属製の部材）、ゲートバスライン１２（金属製の部材）、容量
補助電極１３（金属製の部材）、配線１４ａ、１４ｂ、１４ｃ（金属製の部材）を備えて
いる。また、偏光板透過軸は、表偏光板透過軸Ｌ１及び裏偏光板透過軸Ｌ２であり、いず
れか一方の透過軸に平行な直線が、他方の透過軸と交わるとき、その角度は直角である。
【００２１】
　なお、本実施の形態では、駆動時に上下の基板間の液晶が９０°にねじれる液晶パネル
であるＴＮ型液晶パネルについて説明するが、本発明における「液晶パネル（ただしＶＡ
方式の液晶パネルを除く）」はこれに限定されず、ＴＮ型液晶パネル、ＳＴＮ型液晶パネ
ル、ＴＳＴＮ型液晶パネル、フィルムＳＴＮ型液晶パネル等の、液晶分子がねじれるネマ
ティック型液晶（ＴＮ方式の液晶パネル）等を包含する。
【００２２】
　偏光板（図示せず）を通過した光の進行方向から容量補助電極１３、配線１４ｃを見た
ときの、容量補助電極１３、配線１４ｃの外郭を形成する辺はいずれも、表偏光板透過軸
Ｌ１及び裏偏光板透過軸Ｌ２に対して０°又は９０°である。そのため、これらの外郭に
おいて偏光板を透過した光が偏光回転することがなく、ひいては漏れ光を生じることがな
い。
【００２３】
　なお、偏光板（図示せず）を通過した光の進行方向からソースバスライン１１、ゲート
バスライン１２、１４ａ、１４ｂを見たときの、ソースバスライン１１、ゲートバスライ
ン１２、１４ａ、１４ｂの外郭を形成する辺は、いずれも、表偏光板透過軸Ｌ１及び裏偏
光板透過軸Ｌ２に対して４５°である。そのため、これらの外郭では漏れ光が発生してし
まう。
【００２４】
　つまり、本実施形態１では、容量補助電極１３、配線１４ｃにおいて、従来では生じて
いた漏れ光を抑制することで、高コントラストを実現している。
【００２５】
　本実施の形態では、偏光板を通過した光の進行方向から容量補助電極１３、配線１４ｃ
を見たときの、容量補助電極１３、配線１４ｃの外郭を形成する辺と、表偏光板透過軸Ｌ
１及び裏偏光板透過軸Ｌ２との角度が０°又は９０°である場合について説明したが、本
発明において、偏光板を透過する光の透過軸に平行な直線と、２枚の偏光板の間に配置さ
れた、配線、電極及びブラックマトリックスからなる群より選択される少なくとも一つの
部材の外郭であって、上記光の進行方向から見たときに、上記外郭を形成する辺の少なく
とも一部と、の成す角の角度が０°以上４５°未満又は４５°より大きく９０°以下であ
れば限定されない。ただし、０°又は９０°に近い角度であればあるほど漏れ光の発生を
抑制する効果は高くなり、最も好ましくは０°又は９０°である。
【００２６】
　また、配線等の部材のうち、かかる角度を形成する部位は多ければ多いほどよい。好ま
しくは、２枚の偏光板の間に配置される配線、電極、ブラックマトリックス等の偏光回転
を生じさせ得る部材の全てにおいて、偏光板を透過した光の進行方向から見たときの外郭
が偏光板透過軸との成す角度が０°又は９０°であることが最も好ましい。
【００２７】
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　また、本実施の形態では「金属製の部材」としてソースバスライン、ゲートバスライン
、容量補助電極とこれらとを結ぶ配線、容量補助電極を例として説明したが、本発明にお
いて外郭を偏光板透過軸に対して０°以上４５°未満、４５°より大きく９０°以下とす
る配線はこれに限定されない。例えば、容量補助電極以外の電極であってもよい。
【００２８】
　また、本発明において外郭を偏光板透過軸に対して０°以上４５°未満、４５°より大
きく９０°以下とする部材は、これまで例示した金属製の部材に限定されず、ブラックマ
トリックス等であってもよい。なお、ブラックマトリックスは、金属製であってもよく、
樹脂製であってもよい。
【００２９】
　〔実施形態２〕
　本発明の別の実施形態について図２を用いて説明する。図２はＴＮ型液晶パネル２０の
構成を模式的に示す図である。なお、説明の便宜上、本実施の形態では、主に、上記実施
の形態１との相違点について説明するものとする。
【００３０】
　要部２０’はＴＮ型液晶パネル２０の絵素の構成をより詳細に示している。要部２０’
に示されるようにＴＮ型液晶パネル２０の個々の絵素の輪郭はソースバスライン２１・・
（金属製の部材）、ゲートバスライン２２・・（金属製の部材）により構成されている。
【００３１】
　また、ＴＮ型液晶パネル２０の偏光板透過軸は、図２に示すように表偏光板透過軸Ｌ２
１、裏偏光板透過軸Ｌ２２である。
【００３２】
　ソースバスライン２１・・、ゲートバスライン２２・・の外郭であって、偏光板（図示
せず）を透過した光の進行方向から見たときに外郭を形成する辺は、全て、表偏光板透過
軸Ｌ２１、裏偏光板透過軸Ｌ２２に対して、０°又は９０°の角度を形成している。
【００３３】
　そのため、偏光板を透過した光のソースバスライン２１・・、ゲートバスライン２２・
・による偏光回転が抑制される。
【００３４】
　〔実施形態３〕
　本発明の別の実施形態について図３を用いて説明する。図３はＴＮ型液晶パネル３０の
構成を模式的に示す図である。なお、説明の便宜上、本実施の形態では、主に、上記実施
の形態１との相違点について説明するものとする。
【００３５】
　図３に示すようにＴＮ型液晶パネル３０の個々の絵素の輪郭はソースバスライン３１・
・（金属製の部材）、ゲートバスライン３２・・（金属製の部材）により構成されている
。
【００３６】
　また、ＴＮ型液晶パネル３０の偏光板透過軸は、図３に示すように表偏光板透過軸Ｌ３
１、裏偏光板透過軸Ｌ３２である。
【００３７】
　ゲートバスライン３２・・の偏光板（図示せず）を透過した光の進行方向から見たとき
に外郭を形成する辺は、４５°の角度を形成している。そのため、ゲートバスライン３２
・・の外郭では漏れ光が生じている。
【００３８】
　しかしながら、ソースバスライン３１・・の外郭であって、偏光板（図示せず）を透過
した光の進行方向から見たときに外郭を形成する辺は、全て、表偏光板透過軸Ｌ３１、裏
偏光板透過軸Ｌ３２に対して、０°又は９０°の角度を形成している。
【００３９】
　そのため、偏光板を透過した光のソースバスライン３１・・による偏光回転が抑制され
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【００４０】
　以上の実施形態では、本発明に係るＴＮ型液晶パネルにおいて、その外郭と偏光板透過
軸との角度が０°又は９０°になる部材を、ソースバスライン、ゲートバスライン、容量
補助電極に基づいて説明したが、本発明はこれに限定されない。ＴＮ型液晶パネルが備え
る２枚の偏光板の間にあって、漏れ光の原因になる部材であればどのような部材であって
も適用できる。例えば、これまで例示したものの他に、カラーフィルターに用いられるブ
ラックマトリックス等が挙げられる。つまり本発明に係るＴＮ型液晶パネルでは、そのよ
うな部材は、その外郭が偏光板透過軸に対して４５°以外の角度となるように配置されて
いればよい。
【００４１】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明に係る液晶パネルは高コントラストであるため、液晶が利用される電気機器等の
様々な用途に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の一実施形態を示すものであり、液晶パネルの構成を模式的に示す図であ
る。
【図２】本発明の別の実施形態を示すものであり、液晶パネルの構成を模式的に示す図で
ある。
【図３】本発明のさらに別の実施形態を示すものであり、液晶パネルの構成を模式的に示
す図である。
【図４】従来のＴＮ型液晶パネルの構成を模式的に示す図である。
【符号の説明】
【００４４】
　１、２０、３０　　液晶パネル
　１１、２１、３１　ソースバスライン（金属製の部材）
　１２、２２、３２　ゲートバスライン（金属製の部材）
　１３、２３、３３　容量補助電極（金属製の部材）
　１４ａ、１４ｂ、１４ｃ　配線（金属製の部材）
　Ｌ１、Ｌ２１、Ｌ３１　表偏光板透過軸（偏光板の透過軸）
　Ｌ２、Ｌ２２、Ｌ３２　裏偏光板透過軸（偏光板の透過軸）
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